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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
π中間子・核子（πN）散乱の情報は、ハドロンの構造やハドロン間相互作用を調べるうえで重要なものであ
る。中でもπN→ππN反応はπN散乱における最大の非弾性チャンネルであり、さまざまな研究がなされてい
る。本研究で取り上げている「カイラル対称性に基づくバリオン共鳴の性質の理解」というテーマも興味深い
ものの一つである。 
本研究は、Δ共鳴とローパー共鳴と呼ばれるバリオン共鳴に着目し、それらがπN→ππN反応に与える影響
を系統的に考察したものである。その際、カイラル対称性がハドロン物理において最も基本的であることを考
慮し、マスターフォーミュラという定式化を用いることで、本研究での議論にカイラル対称性が正確に反映さ
れるようにしている。 
 －208－
 －209－
本論文の第一章では研究の背景が説明され、第二章ではマスターフォーミュラにもとづく定式化が与えられ
ている。第三章ではπN→ππN反応におけるバリオン共鳴の役割について、最新のデータも含めた色々な観測
量を系統的に解析している。また、終状態に現れるπ中間子のスカラー・アイソスカラー相関に言及し、謎の
粒子であるσ中間子との関連を議論している。そして第四章で本論文の全内容をまとめている。 
以上のように、本研究はπN→ππN反応の解析を通して、バリオン共鳴についての新しい知見を得たもので
ある。カイラル対称性を最大限尊重した定式化に基づいていることは、本研究の議論の一般性を支えるうえで
重要な意義がある。そして、バリオン共鳴の性質を明確にするための新しい試みとしてハドロン物理に対する
大きな貢献をしている。よって本論文の著者は、博士（理学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
